
　
埼
玉
県
生
産
性
本
部

（
会
長
＝
山
田
吉
隆
・
川

口
化
学
工
業
代
表
取
締
役

社
長
）
は
１
月
�
日
、
さ

い
た
ま
市
内
で
「
平
成
�

年
新
春
労
使
懇
談
会
」
を

開
催
し
た
（
＝
写
真
）
。

　
冒
頭
、
山
田
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
「
生
産
性
運

動
は
、
労
使
、
学
識
者
が

相
互
に
共
通
認
識
の
も
と

で
、
様
々
な
課
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
世
の
中
は
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
お
り
、

古
い
時
代
の
基
準
を
も
っ

て
課
題
解
決
を
図
る
の
で

は
な
く
、
常
に
新
し
い
考

え
方
の
も
と
で
、
課
題
に

向
き
合
う
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
記
念
講
演
は
、
第

４
次
産
業
革
命
が
テ
ー
マ

と
な
る
が
、
そ
れ
が
何
を

意
味
す
る
の
か
、
行
先
は

ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
新

た
な
考
え
方
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　
山
野
隆
子
・
埼
玉
県
産

業
労
働
部
勤
労
者
福
祉
課

長
は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
、

「
埼
玉
県
生
産
性
本
部
は

県
経
済
の
発
展
と
県
民
福

祉
の
向
上
へ
の
活
動
を
展

開
し
て
い
る
が
、
『
働
き

方
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
や

『
女
性
活
躍
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
な
ど
は
県
の
施
策

と
も
マ
ッ
チ
す
る
も
の
で

あ
り
、敬
意
を
表
し
た
い
。

県
で
は
、
生
産
年
齢
人
口

が
急
激
に
減
少
し
、ま
た
、

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
『
埼
玉
版
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
』
な
ど
の
社
会

の
活
力
を
維
持
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

今
後
、
急
速
に
普
及
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
Ａ
Ｉ

な
ど
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
尾

木
蔵
人
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
国
際
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
事
業
部
副
部

長
が
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
～
第
４
次
産

業
革
命
の
展
望
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　
尾
木
氏
は
現
在
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
ザ
ク
セ
ン

州
経
済
振
興
公
社
日
本
代

表
部
代
表
も
務
め
て
お

り
、
ド
イ
ツ
発
の
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
第
４
次
産
業

革
命
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
・
０
」
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
や
本
質
、
直
面
す

る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
盛
り
込

み
な
が
ら
解
説
し
た
。

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・

０
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
産
業
が
Ｃ
Ｐ
Ｓ
（
サ
イ

バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ

ス
テ
ム
＝
Ｉ
Ｔ
と
デ
バ
イ

ス
や
機
械
を
連
携
し
た
シ

ス
テ
ム
）
を
軸
と
し
て
、

「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
活
用
モ

デ
ル
」
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
が
、そ
の
前
提
と
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
情
報

処
理
能
力
の
劇
的
な
進
化

や
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
普
及
、

様
々
な
情
報
を
感
知
、
収

集
す
る
セ
ン
サ
ー
の
低
価

格
化
・
小
型
化
―
―
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
初

め
て
付
加
価
値
を
生
む
こ

と
を
解
説
。
Ａ
Ｉ
を
エ
ン

ジ
ン
に
例
え
れ
ば
、
燃
料

ガ
ソ
リ
ン
に
相
当
す
る
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
初

め
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る

と
語
っ
た
。


